
は じ め に

本稿の課題は，中国の都市で就業する地方出

身者の就業構造（注１）を実証的に明らかにし，中

国における地方出身者の社会移動（注２）の可能性

と限定性を議論することにある。

建国以来農村―都市間を分断してきた中国社

会は，近年諸制度の緩和によって戸籍の枠を越

えた人の移動が可能になってきたとされる。し

かしその一方で，都市における地方出身者の就

業空間，生活空間は依然として非常に狭い範囲

に限定されているように見受けられる。つまり，

都市郊外の住宅や農家にインフォーマルな形で

居住し，就業機会は多くがインフォーマルセク

ターと総称される分野に限定されている。それ

にもかかわらず，インフォーマルセクター内で

の地方出身者の就業構造については，これまで

一部を除き本格的な実証研究がなされてこなか

った。

そこで，本稿ではフィリピンのインフォーマ

ルセクターの労働移動性を考察し，労働市場が

分断化されていることを指摘した中西（１９９１）

の議論を参照枠組とし，中国の地方出身労働者

の都市における労働市場の構造を議論する。そ

の際，廃品回収業というひとつの業種を取りあ

げ，就業者の就業歴と日常業務から業種内労働

市場の構造を考察する。

本稿の構成は以下の通りである。まず，第Ⅰ

節において分析枠組と本稿の課題を整理した後，

第Ⅱ節で北京市の廃品回収業の歴史的変遷を，

特に経営権と就業者の変遷を中心に振り返り，

業種内の分業構造を概観する。第Ⅲ節では，業

種内就業者の実際の就業状況を，労働市場の独

占につながる要因に着目しつつ見ていく。第Ⅳ

節では，第Ⅱ節で見た歴史的制約要因と，第Ⅲ

節で見た業種内就業者の日常業務のあり方から

浮かび上がる，同郷出身者によって独占された

労働市場としての廃品回収業の構図とその要因

を議論する。合わせて，既存の�浙江村�研究

との比較の視点から，中国の都市インフォーマ

ルセクター研究として，本稿の議論が持つ普遍

性を考えたい。むすびはまとめと今後の課題で

中国都市インフォーマルセクターにおける

地方出身者の就業構造
――北京市廃品回収業の事例を中心に――
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ある。

Ⅰ 参照枠組と課題

１．戸籍制度と地域間労働力移動

まず議論の前提として，地域間労働力移動の

変遷を概観したい。中国においては，建国当初

から厳格な戸籍制度による人口管理が行われ

た（注３）。その特徴は，農村と都市とを明確に区

分し，農村から都市への人口移動を抑制するも

のであった点にある。これは，急速な工業化達

成のため，食糧生産を担う農村人口を十分に確

保し，同時に工業部門に就業する都市労働者の

職を確保するための方策であったとされる。

政府は人民共和国建国後，戸籍管理制度の整

備を進め，１９５８年に戸籍登記条例（注４）を公布し

た。これにより，農村戸籍者の都市への自由意

志による移動は禁止される。農村戸籍者の地域

間移動が緩和されるのは，１９８０年代半ば以降の

ことである。１９８４年には食糧を自弁する条件の

下で，農村戸籍者の地方の中心町への移動と戸

籍取得が認められた（注５）。また，翌８５年には農

村戸籍者の都市への戸籍移転を伴わない臨時的

居住が認められるようになった（注６）。

しかしながら，一連の制度緩和にもかかわら

ず，地方出身者の都市における就業空間は今な

お非常に限定されている。それは，都市住民の

就業を優先的に確保しようとする都市の側の地

方保護主義的政策によるものである。結果とし

て，大都市において地方出身者が従事する職

種・業種は伝統的なサービス産業と企業内での

臨時的な職種を中心とした，都市住民が忌避す

る職業に限定されている［孫２００１，２７５］。本稿

では，これをインフォーマルセクター（注７）と総

称する。

ところで，北京，上海などの大都市では，イ

ンフォーマルセクターにあたるいくつかの業種

が，特定の地方出身者によって独占される現象

が一般的によく知られる（注８）。北京では，衣料

品生産・販売業が浙江省温州地区出身者によっ

て経営されていること，廃品回収業の就業者の

ほとんどが河南省出身であることがよく知られ

ている。その他，東三環路沿いの眼鏡店の集積

地である�眼鏡城�も温州地区出身者による経

営であることで知られる［北京零点調査公司

１９９７，２０１―２２０］。こうした同一地域出身者によ

る都市の特定業種の独占という状況が存在する

ことは，地方出身者の都市インフォーマルセク

ターにおける就業機会がそれだけ制約されたも

のであることを示唆すると考えられる。

２．既往研究と本稿の課題

都市インフォーマルセクターにおける地方出

身者の労働移動性を考察するためには，いくつ

かの業種に着目し，業種を超えた労働移動がど

の程度実現しているのかを検討する必要がある。

しかしながら，中国の都市インフォーマルセク

ターにおける地方出身者の就業実態に関する研

究は未だ十分な蓄積がない（注９）。この領域にお

ける研究の中で，研究蓄積が多く，また最も注

目されるのは，�浙江村�研究であろう。�浙江

村�とは，北京市南部の郊外に自然発生的に形

成された，浙江省温州市出身者の集住地帯の俗

称である。衣料品の生産・販売を主要産業とし，

住居を兼ねる小さな作業場で衣料品生産の家族

経営による家内工業が営まれている（注１０）。内部

の社会関係は外部の者には閉じられた，凝集性

の高いコミュニティである。

�浙江村�研究は興味深い内容を多く含むが，
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労働力移動研究として見たとき，その普遍性に

は若干の疑問が残る。それは�浙江村�構成員

の故郷である温州地区の特殊性によるものであ

る。温州は，耕地が狭く，人口の多い農村地域

であり，台湾海峡に面する地理的条件から，国

家による投資をほとんど受けることがなかった。

その反面，中国全土でも突出した手工業と商業

の伝統が育ち，今日�温州モデル�と呼ばれる

私営企業を中心とする地域発展モデル発祥の地

となっている［張・李１９９０］。現在，温州人は

資金，技術その他の資源の点で中国の都市で就

業する一般的な地方出身者の中でも極めて有利

な条件を備えている。しかし他方で，中国の農

村出身労働者の大部分は，低学歴で資金力も技

術力も持たない層である［原労働部農村労働力

就業与流動研究課題組１９９９，１２６］。

そこで本稿では，主な研究対象として北京市

の廃品回収業を取り上げ，業種内外での就業者

の就業歴と日常の業務内容から，業種内労働市

場の独占を形成する要因を分析しようとする。

廃品回収業を研究対象とした理由は主に以下の

２点である。第１に，就業者にとって比較的参

入障壁の低い業種だと考えられること。廃品の

回収，売買には専門的な知識や技術を必要とせ

ず，活動に必要な資金も比較的少ない，誰もが

参入しやすい業種だと考えられる。それにもか

かわらず，業種内労働市場の独占状態が形成さ

れる要因を探ることで，既存の�浙江村�研究

との相違点，共通点を考察できるものと考える

からである。第２に，労働力移動研究として，

より普遍性を持つ業種であること。地方出身者

の都市での就業あるいは集住地に着目した微視

的な研究として，これまでは�浙江村�研究が

ほぼ唯一注目を集めて来た。廃品回収業就業者

は，一般的な出稼ぎ労働者像により近いと考え

られる。

なお，北京の廃品回収業に関する，本稿に先

立つ既存研究としては，唐・馮による�河南

村�研究がある［唐・馮２０００］。唐・馮の研究

は�河南村�（注１１）と呼ばれる北京市外縁部の廃

品回収業就業者の集積，集住地を取り上げ，河

南人が業種内労働市場を独占するに至った過程

と，業種内に出現した分業とそれによる業種内

階層分化を議論したものである。この研究は，

１９８０年代後半以降業種内に河南人が参入し，勢

力を拡大してきた過程を詳細に説明したもので

あるが，河南人による廃品回収業の独占という

構図は所与のものとされ，その原因は考察され

ていない。

３．参照枠組

都市インフォーマルセクター内の労働移動性

を考察する際に，フィリピンのスラムの労働市

場の労働移動性を議論した中西の分析視角を参

照したい（注１２）［中西１９９１，１３０―１３９］。

中西は，開発経済学において伝統的に展開さ

れてきた途上国のインフォーマルセクター理解

の矛盾を指摘する。これらの理論において想定

されるインフォーマルセクターの労働市場は，

参入障壁が低く，競争によって賃金率が決定す

る完全競争原理の貫徹する場である。これが，

フォーマルセクターへの労働力供給源となる。

しかしながら，中西が観察したフィリピンのス

ラムに見られるインフォーマルセクターの労働

市場はそれほど自由な参入が保証された場では

ない。労働者の職歴分析によると，インフォー

マルセクターからフォーマルセクターへの参入

は極めて困難であることはもとより，インフォ

ーマルセクター内部においても労働者は同質で
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はなく，インフォーマルセクター内の労働市場

を統合されたものとして見ることはできない。

中西は，インフォーマルセクター内の職種を生

産性と参入障壁を基準に高生産性部門，低生産

性部門に二分して考察する。インフォーマル低

生産性部門が中でも最も参入障壁が低い部門と

想定されるわけであるが，そこにおいてさえも

一定の参入障壁が存在しており，それほど競争

的な労働市場にはなっていないことが例証され

る。

中西の研究において，インフォーマル低生産

性部門の中でも最も参入障壁が低く，典型的な

職業として扱われたのが廃品回収人の労働市場

であった。本稿における筆者の議論では，中国

のインフォーマルセクターにおける全ての職業，

業種に言及することはできない。そこで，廃品

回収業という典型的な業種を取り上げ，この業

種内の労働市場における就業者の就業構造と業

種内外での労働移動性を考察する。考えられる

仮説としては，北京の廃品回収業内労働市場に

おいても，フィリピンと同様に出身地方による

分断が見られ，そのことが業種内労働市場に非

競争的な要素を生みだし，労働市場の分断につ

ながっているというものである。

４．マクロデータと調査の概要

インフォーマルセクターは一般的に，統計的

に正確に捕捉することが困難な部門である。こ

こでは，本稿での議論の前提として１９９７年に実

施された北京市の外来人口センサス（注１３）データ

から廃品回収業に就業する地方出身者のマクロ

データを把握しておきたい。

表１は北京市において廃品回収業に従事する

地方出身者の出身地別人数である。なお，同セ

ンサスの対象となった地方出身者のうち廃品回

収業従事者は１万７４４３人であり，８万から１０万

人（注１４）といわれる廃品回収業従事者総数の一

部に過ぎないことには留意しなければならな

い（注１５）。これによると，北京市の廃品回収業就

表１ 北京市廃品回収業就業者の出身地別人数

戸籍所在地 人数（人） 比率（％）

河南省

河北省

安徽省

四川省

山東省

天津市

湖北省

湖南省

浙江省

黒龍江省

江蘇省

陝西省

内モンゴル自治区

山西省

遼寧省

江西省

吉林省

貴州省

甘粛省

福建省

広東省

重慶市

雲南省

広西チワン族自治区

青海省

上海市

海南省

チベット自治区

寧夏回族自治区

新疆ウイグル自治区

８，９３８

３，７３０

１，５９６

１，２４１

４３１

２９３

２２２

１７１

１６９

１０４

１０４

８６

７５

６４

４３

３７

３４

３１

２１

１７

１０

１０

８

３

３

１

１

０

０

０

５１．２

２１．４

９．１

７．１

２．５

１．７

１．３

１．０

１．０

０．６

０．６

０．５

０．４

０．４

０．２

０．２

０．２

０．２

０．１

０．１

０．１

０．１

０．０

０．０

０．０

０．０

０．０

０．０

０．０

０．０

合計 １７，４４３ １００．０

（出所） 北京市外来人口普査弁公室（１９９８，１４８）より
筆者作成。

���������������������������� ������研 究 ノ ー ト

31



業者は，省別構成の偏りが非常に大きい。最も

多くを占めるのは河南省出身者で５１．２％，次に

多い河北省出身者の２１．４％と合計すれば両者で

業種内就業者全体の７割以上を占める（注１６）。な

お，就業形態の区分では廃品回収業従事者の

７４．２％が自営労働者で最多であり，従業員を抱

える私営雇い主と被雇用者が合わせて２０．９％を

占める［北京市外来人口普査弁公室 １９９８，１５６］。

以上から，廃品回収業は，自営と数人の労働者

を雇う私営業者による就業が中心であり，出身

省別に見ると就業者は河南省，河北省に大きく

偏っていることがわかる。

廃品回収業の業種内労働市場の概況を以上の

ように把握した上で，筆者によるフィールド調

査のデータを質的なデータとして扱い，業種内

労働市場の就業構造を明らかにしたい。なお，

本稿のもととなる調査は，２００１年３月から８月

にかけての約６カ月間，北京市外縁部の望京と

呼ばれる一帯を中心に筆者が実施したフィール

ドワークである（注１７）。調査地は北京市の環状道

路，四環路外に位置し，新旧の住宅地と若干の

農地が共存する，都市周縁部の典型的な新興開

発地域である。廃品回収業に関する調査を行う

にあたっては，標準的な地域だと考えられる。

なぜなら，こうした地域は廃品回収業就業者の

ほとんどを占める地方出身者が多く住む一帯で

あり，一方で市政府によって廃品集積場の立地

が認められている（注１８）からである。なお，イン

タビューの方法であるが，筆者はまず，一人の

廃品回収人（注１９）と親しくなり，廃品回収に同行

して参与観察を行った。この間に廃品回収人の

日常業務および業種内の関連事項を把握した上

で２つの主要な観察地点を選んだ。後述する

A廃品集積場と，数グループの廃品回収人が

集まる建設現場前の路上である。本稿でインタ

ビューを行っているインフォーマントは，この

２つの観察地点で調査期間中に筆者が出会った

廃品回収業関係者である。

Ⅱ 北京市廃品回収業の沿革

本節では，本稿の分析対象となる北京市の廃

品回収業の形成と変遷を概観したい。計画経済

体制下での政府による独占経営から，今日の河

南人による個人経営の圧倒的優勢に至る過程を，

経営権と業種内就業者に注目しつつ振り返る

（表２参照）。

１．経営権

建国直後の中国において廃品廃材は，国家建

設の原料として重視され，廃品回収業は政府が

経営した。具体的な経営主体は２つの部門にあ

った。すなわち，生活廃品全般の回収を所管す

る供銷合作社（注２０），金属廃材の回収を所管する

物資部（注２１）である。このうち，本稿の対象とな

るのは主に生活廃品であり，供銷合作社の所管

下とされてきた分野であるので，これを中心に

見ていくこととする。

計画経済導入以前の中国において，廃品の売

買は小規模な個人商人や行商人によって行われ

ていた［中国供銷合作総社史料叢書編集室１９８８，

４０５］。政府が本格的に廃品回収事業に着手した

のは，第１次５カ年計画期（１９５３～５７年）以降

である。廃品回収業務を所管することとなった

供銷合作社は，北京市廃品回収公司として北京

市内の各地に国営の廃品集積場を設け，それま

で廃品回収に携わっていた個人商人を供銷社内

に吸収する形で徐々に業務を掌握した（注２２）。な

お，１９８３年の供銷合作社体制改革で供銷合作社
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はそれまでの全民所有制から集団所有制とされ，

さらに民営化が図られた。それに伴い，廃品回

収業務も集団所有制企業による経営となった。

同時に，廃品回収チャネルの多元化が図られ，

個人営業者の廃品回収業への従事が再び認めら

れるようになっている［商業部・公安部・国家

工商行政管理局１９８５］。

ただ，金属廃材の回収には別に経営権が限定

されていることに注意しなければならない。１９６３

年の行政法規で，金属廃材の回収に従事する機

関が指示された［国務院１９６３］。１９８０年代半ば

から後期は，地方出身者が北京など大都市への

出稼ぎに出始めた時期にあたる。北京市の廃品

回収業においても，それまで集団所有企業の従

業員が従事していた業務を地方出身者がとって

代わるようになった。当時，北京人である従業

員は廃品回収業務を嫌い，人員不足が深刻化し

ていた。そのため，かつては集団企業，国有企

業の形で政府が運営してきた廃品集積場も，用

地全体をいくつかの区画にわけて自営業者にリ

ースするようになった。現状では，区画を賃貸

する自営業者はほとんどが地方出身者であり，

家族経営で廃品の仲買業務に従事している（注２３）。

なお，個人経営の廃品集積場の場合も，場内を

小区画に分け，区画単位で個人経営者にリース

する方式は同様である。

集積場に廃品を運び，仲買人に売却する廃品

回収人も，以前は集団所有企業の職員であった

表２ 北京市の廃品回収業をめぐる主管部門と経営，就業者

時期区分 主管部門
経営者／就業者
廃品集積場経営者

廃品仲買 廃品回収

計画経済以前
（ ～１９５２年）

第１次５カ年計画期
（１９５３～５７年）

大躍進期
（１９５８～６０年）

調整政策期
（１９６１～６５年）

文革期
（１９６６～７６年）

改革開放期

なし

供銷合作社

供銷合作社

供銷合作社

供銷合作社

供銷合作社
１９８３年改革

大規模個人商人

供銷社と大規模
商人の共同経営

集団所有制企業

国有企業化

集団所有制企業
○個人経営者

企業従業員

企業従業員

○地方出身者

行商人

�合作商店�
�合作小組�

企業従業員

�合作商店�
�合作小組�

○地方出身者

（出所） 中国供銷合作総社史料叢書編集室（１９８８，４０５―４０８）より筆者作成。
（注） 矢印は同じ主体の組織的変遷，○印は新規参入主体を表わす。
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が，現在ではほとんど地方出身者である。

２．河南人による独占労働市場の形成

現在北京では，廃品回収といえば河南人とい

う連想が人々の間で定着している。この�河南

人�とは，実際には河南省信陽地区の固始県と

いうひとつの県の出身者がほとんどである。本

稿中では，簡単化のためにこれを河南人と記述

する。

廃品回収業というひとつの業種に，特定地域

出身者の就業が集中するのはなぜだろうか。

河南省固始県は，河南省南部の信陽地区に位

置する農村地域で，非農業収入が少ないことか

ら県外への出稼ぎ労働者を多く供出している。

２００１年人口センサスによる全県人口は１５９万人，

うち３６万人が県外で就業する（注２４）。中国中部の

典型的出稼ぎ労働者送り出し地域と見ることが

できる。なお，この地域には廃品回収業と関連

する産業や伝統的要素は特に見あたらない。

北京市の廃品回収業に地方出身者が参入し始

めた初期には，業種内分業の中で河北人が優勢

を占めていた。唐燦，馮小双の先行研究によれ

ば，１９８０年代後期の北京市の廃品回収労働市場

には，�河北人は廃品仲買人，河南人は廃品回

収�という分業体制が成り立っていた［唐・馮

２０００，８０］。それが，１９９３年から２年ほどの間

に河南人の優勢へと急変した。先行研究では，

１９９３～９５年の経済が好景気になり，廃品の価格

が日々高騰したこの時期に，それまで河北人に

よって独占されていた仲買人のポストに，河南

人が次々に取って代わった様子が描写される。

先行研究では，インフォーマントの河南人の言

葉を引いて�河南村�内の仲買人が，１９８０年代

後半においてはほとんど河北人であったが，９５

年末には河北人は１５～２０％を残すのみになり，

多くが河南人に取って代わられたといわれる

［唐・馮２０００，８０］。

１９９３，９４年の２年間は，９２年の�小平による

南巡講話を受けて中国国内の景気が過熱した時

期である。各地で投資ブームが起き，建築資材

を中心とした物資の需要拡大と物資不足，イン

フレが顕著であった。廃品として回収される廃

棄物の中には，屑鉄，アルミ製品，銅製品など，

建築，工業資材として再利用可能なものも多く，

この時期廃品回収業は景気過熱の影響を直接に

受けたと考えることができる。この時期に，そ

れまで河北人の下で金儲けの機会を狙っていた

河南人は廃品価格の高騰，廃品の供給不足を利

用して各地の工場と取引を始め，力をつけたも

のと考えられる。業種内労働市場の河南人によ

る独占状態は，この時期に形成された。しかし

この後は，業種内で当時のような価格の高騰は

見られず，河南人による市場の独占状態は当時

からほぼ安定していると考えられる。

３．業種内分業

住民や店舗などの廃品発生源から，廃品がた

どる経路は以下のようである（図１）。廃品回

収業の分業体制は，廃品集積場経営者，廃品仲

買人，廃品回収人の３者からなる。

�１ 廃品集積場経営者

集積場経営者の役割は，用地とインフラの確

保，政府関係部門からの営業許可の取得，納税

義務の履行などの外部環境を整えることである。

現在の経営主体には，旧来の北京市廃品回収公

司の流れを汲む集団企業と１９８０年代以降許可さ

れた個人経営者とがある。前者を公営集積場，

後者を個人営集積場とすると，公営集積場はど

こも比較的大規模で，仲買人に貸し出される区

画数は５０～百数十程度である。設備，管理があ
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る程度充実し，安全性と合法性が保証される反

面，区画賃貸料も月３０００～４０００元と割高である。

個人営の集積場は公営に比べ規模が小さく，区

画数は多いところでも２０～３０区画である。合法

性と安全性，設備などはまちまちで，賃貸料も

月額１０００元ほどから存在する。

個人営の集積場を合法的に営むには，企業登

記を行って北京市の工商行政管理局から企業法

人営業許可証（�企業法人営業執照�）と�税務

登記証�を取得しなければならない。企業法人

営業許可証の取得には法人名義が必要とされて

いる。経営者はほぼ例外なく北京人である。し

かし，こうした行政的手続きを行う北京人経営

者の他に，個人営集積場では河南人責任者がい

て，集積場内の実質的な管理を請け負ってい

る（注２５）。両者の間では，賃貸料の分配について

合意がなされている。

個人営の集積場には，上述のような合法的手

続きを得ていないところも存在する。また，上

述した金属廃材の経営に関する許可は公営集積

場にしか認められていないが，多くの個人営集

積場が密かに金属廃材も扱っている。そうした

集積場は，公安，工商管理局などの関係部門の

取り締まりの対象になる。

図１ 廃品の流れ

廃品集積場
（集積場経営者）

＜紙類＞
製紙工場（河北省保定市）

（大規模仲買人）
（専門運送業者）

＜ビン，缶，ペットボトル＞
飲料メーカー ペットボトル加工業者（北京郊外）
偽ブランド酒，ビール製造者 専門運送業者

＜鉄＞
製鉄所（石景山）
小規模鉄工所（河北省承徳市） （専門運送業者）

＜非鉄金属＞
工 場 専門市場（河北省覇県）

＜ガラス＞
ガラス工場（河北省邯鄲市）

＜プラスチック＞
文安県の小規模加工場 専門市場（河北省文安県）

加工業者（北京郊外）

仲買人 回収人

住民
店舗
学校
会社

（出所） 北京市各種行政通知および筆者ヒアリングより作成。
（注） ガラス，ゴム，木材の流通経路については，はっきりとした情報を得られなかったため，記載していない。
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�２ 廃品仲買人

廃品仲買人は，集積場内の区画を賃貸し，特

定の品目に特化して回収人から廃品を買い取り，

整理，品目によっては簡単な洗浄，加工を施し

て出荷する。通常，区画内に平屋を建てて住み

込み，家族経営を行う。家族の労働力で間に合

わない場合には，親戚，同村の者を手伝いに雇

う。さらに，外地人を雇用することもある。こ

れには，四川，安徽などの出身者が多いといわ

れる。

仲買人が扱う品目の種別は，紙類（新聞紙，

ボール紙，雑誌古紙），飲料容器類（瓶，缶，ペ

ットボトル），プラスチック，ゴム，ガラス，

布，木材，鉄，非鉄金属（銅，アルミニウムが

主）に大別される。これらの品目は，それぞれ

販路が異なる。そのため，仲買人が扱う品目は

一品目に特化している。主な販路は図１中にあ

る通りである。プラスチック，非鉄金属は細目

が細かく，ひとつの区画からの一品目の出荷量

は少ないため，河北省にあるプラスチック，非

鉄金属の専門市場へそれぞれ出荷される。

図２，図３は，A集積場と付近の他の２つ

の集積場の廃品買い取り価格の変動をボール紙，

ペットボトルを例に見たものである。

廃品売買の取引単位は，飲料容器では個数，

それ以外の品目では重量である。それぞれの区

画には重量計が備えられ，回収人が運び込んだ

廃品はここで回収人，仲買人双方立ち合いのも

と，計量され，総額が決まる。各品目の廃品の

単価は，仲買人の工場出荷価格に利ざやを見込

んだ額を元に決められ，日々変動するが，相手

の回収人によって買い取り価格を変えることは

普通ない。また，いくつかの集積場間で，品目

ごとの単価にはほとんど差がない。

�３ 廃品回収人

廃品回収人は，自転車の後ろに畳１畳ほどの

大きさの荷台をつけた荷台付き自転車，それよ

りも小型のリヤカー付き三輪車などで町中を周

回する。前者の大型の荷台付き自転車に乗る者

が多い。これは，人であれば３～４人乗せるこ

図２ ボール紙の価格変動

（出所） 筆者作成。
（注） B集積場は５月末に再開発により閉鎖された。A

集積場は２００１年２月から営業していたが，６月以
前の価格データは入手できなかった。C集積場は
７月に営業開始した。

図３ ペットボトルの価格変動

（出所） 筆者作成。
（注） B集積場は５月末に再開発により閉鎖された。A

集積場は２００１年２月から営業していたが，６月以
前の価格データは入手できなかった。C集積場は
７月に営業開始した。
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とができ，廃品を満載すれば３００キロ前後にな

る。後者は運搬できる廃品の量も少なく，老人

や女性の回収人，廃品回収量の少ない回収人が

このタイプの三輪車を利用している。荷台付き

自転車と竿秤，廃品を入れるビニール製の大袋

数枚，紙類を束ねる梱包テープが回収人の商売

道具である。彼らには地方出身者が都市部で就

業するために必要な就業証，暫住証などの証明

を受ける術がない。そのため，常に公安の目を

気にしながら行動しなければならない。商売道

具の荷台付き自転車は，普通中古を１５０～２００元

ほどで購入する。公安に捕まれば，すぐに取り

上げられてしまうからである。竿秤は，実際よ

りも軽く計量する細工がされた，特殊な秤が使

われており，専門の商人から１００元余りで購入

する。

回収人は，町中を廻り，住民や店舗，建築現

場などから廃品を買い取る。買い取り価格はそ

れぞれの回収人が独自に定めており，人により

まちまちである。また，同じ一人の回収人でも，

相手によって提示する買い取り価格は必ずしも

同じではない。

集めた廃品が荷台に一杯になると，回収人は

付近の集積場へ荷を売りに行く。付近にあるい

くつかの集積場のうち，どれに行くかは完全に

それぞれの回収人の自由である。通常，集積場

ごとの買い取り価格はほとんど同じであるので，

最寄りのなじみの集積場に行くが，新しく条件

のいい集積場ができれば，そちらに変更するこ

ともある。良い条件とは，価格の他に，立地条

件，公安の干渉などがある。

引き取り価格が同じであれば，ひとつの区画

の仲買人と常に取引を重ねることで，計量の不

正や不愉快を避けることができる。仲買人によ

る引き取り価格の相違が最も大きいのは，金属

類である。これは，金属廃材取り扱い許可証の

有無に起因する。許可証を持たない仲買人でも，

実際には金属の買い取りを行う者が多い。その

場合，許可証の名義借りや転売などの方法をと

るため，買い取り価格は低くなる。特に，金属

廃材を多く回収した場合には，回収人はしばし

ば，普段行かない遠くの集積場まで荷を売りに

行く。こうした場合に備えて，回収人たちは仲

間内で付近の集積場の買い取り価格情報を常に

交換している。

回収人の仕事は，仲買人よりは収入が低いが，

その日の労働報酬をその日のうちに現金で手に

入れることができる。そのため，廃品の価格変

動によるリスクも小さい。回収人の収入は格差

が大きく，平均月収が２０００元以上になる者から

数十元の者までいる。

出身地では，大多数が河南人で，その他河北，

安徽，江蘇，四川の出身者がいるが，非河南人

の回収人は老人や女性であったり，男性でも小

型のリヤカー付き三輪車に乗っているなど，見

るからに回収量の少ない者が多い（注２６）。主要な

労働力は河南人である。

Ⅲ 業種内の就業構造

本節では，業種内における実質的な業務従事

者である廃品仲買人と廃品回収人に着目して，

それぞれのプロフィールと日常業務を見てみた

い。

１．廃品仲買人

�１ プロフィール

表３は，廃品仲買人の基本的属性を，業種内

での就業年数の長い者から並べたものである。
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表
４
廃
品
仲
買
人
の
家
族
形
態
と
同
居
形
態

仲
買
人
№

呼
称
（
品
目
）

家
族
形
態（
う
ち
，北
京
で
同
居
す
る
家
族
成
員
／
故
郷
に
残
る
家
族
成
員
）

家
族
以
外
の
北
京
で
の
同
居
者

北
京
在
住
親
戚

① ２ ３ ４ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

陸（
鉄
，木
材
）

万（
紙
）

趙（
全
品
目
）

�（
全
品
目
）

仁（
紙
Ⅰ
）

王（
紙
Ⅱ
）

張（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

陸
妹（
飲
料
Ⅰ
）

王（
飲
料
Ⅱ
）

張（
ビ
ニ
ー
ル
）

王（
非
鉄
金
属
）

一
部
同
居
（
夫
婦
，
５
歳
息
子
／
１５
歳
息
子
，
母
）

未
婚
同
居
（
夫
婦
／
な
し
）

同
居
（
夫
婦
，
４
歳
息
子
／
な
し
）

同
居
（
夫
婦
，
６
歳
娘
，
０
歳
双
子
／
な
し
）

同
居
（
夫
婦
／
な
し
）

同
居
（
夫
婦
／
な
し
）

同
居
（
夫
婦
／
な
し
）

同
居
（
夫
婦
，
４
歳
娘
／
な
し
）

同
居
（
夫
婦
，
９
歳
娘
）

一
部
同
居
（
夫
婦
／
息
子
２
人
）

な
し
な
し
息
子
夫
婦

な
し
両
親
両
親
，
妻
両
親

兄
夫
婦

兄
夫
婦

な
し
父 な
し

有 有 有 有 有 有 有 有 無 ― 有

（
出
所
）
本
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
筆
者
作
成
。

（
注
）
―
は
無
回
答
を
示
す
。

表
３
廃
品
仲
買
人
の
属
性
と
就
業
歴

仲
買
人

№
１
）
呼
称
（
品
目
）
年
齢

出
身

学
歴
２
）
上
京
年

北
京
に
お
け
る
就
業
経
験

廃
品
就

業
３
）

参
入
ル

ー
ト
４
）

仲
買
歴
（
品
目
）

来
京
以
前

就
業
経
験

① ２ ３ ４ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

陸（
鉄
，木
材
）

万（
紙
）

趙（
全
品
目
）

�（
全
品
目
）

仁（
紙
Ⅰ
）

王（
紙
Ⅱ
）

張
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

陸
妹（
飲
料
Ⅰ
）

王（
飲
料
Ⅱ
）

張（
ビ
ニ
ー
ル
）

王（
非
鉄
金
属
）

３８ ３１ ４９ ３１ ２８ ２９ ２６ ２９ ２９ ３７ ５２

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
城
郊
郷

固
始
県
洪
埠
郷

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
蒋
集
鎮

安
徽
省
合
肥
市

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
蒋
集
鎮

３ ４ １ ― ３ ４ ４ ― ４ ４ ４

１９
８９

１９
８９

１９
９３

１９
９４

１９
９７

５
）

１９
９９

１９
９９

１９
９９

１９
９４

１９
９７

１９
９９

農
業
労
働（
１
カ
月
），
廃
品
回
収
人（
１
年
），
廃
品
仲
買（
１０
年
）

農
業
労
働（
１
年
），
廃
品
回
収
人（
４
年
），
廃
品
仲
買（
６
年
）

廃
品
回
収
人
５
年
，
２
年
前
よ
り
仲
買
を
兼
ね
る（
非
認
可
）

荷
積
み２
年
，
廃
品
回
収
人５
年
，９
１年
よ
り
仲
買
を
兼
ね
る（
非
認
可
）

廃
品
回
収
人（
３
．５
年
），
廃
品
仲
買（
半
年
）

廃
品
整
理
手
伝
い（
２
年
），
廃
品
仲
買（
半
年
）

廃
品
回
収
人（
２
年
），
廃
品
仲
買（
半
年
）

廃
品
整
理
手
伝
い（
２
．５
年
），
廃
品
仲
買（
半
年
）

豚
屠
殺
の
自
営（
３
年
），
調
味
料
仲
買（
３
年
），
廃
品
仲
買（
１
．５
年
）

衣
服
小
売
り（
３
年
），
廃
品
加
工
手
伝
い
，
廃
品
仲
買（
１
年
）

建
築
隊
親
方（
１
年
），
廃
品
仲
買（
半
年
）

１２ １０ ８ ５ ４ ３ ３ ３ １
．５ １ ０
．５

１ ３ １ ― ３ ２ ３ ２ １ ２ ２

１０
年 （
紙
類
，鉄
以
外
全
，鉄
）

６
年（
紙
類
）

２
年（
全
品
目
）

２
年
半（
全
品
目
）

６
カ
月（
紙
類
）

半
年（
紙
類
）

３
カ
月（
ビ
ニ
ー
ル
）

半
年（
飲
料
）

１
年
半（
飲
料
）

１
年（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

半
年（
非
鉄
金
属
）

な
し
な
し
農
閑
期
に
木
工

な
し
な
し
な
し
河
南
で
バ
ス
自
営

な
し
な
し
な
し

解
放
軍
兵
士
，村
長

（
出
所
）
本
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
筆
者
作
成
。

（
注
）
１
）
丸
数
字
は
A
集
積
場
内
の
仲
買
人
を
示
す
。

２
）
学
歴
は
，
１
：
小
学
校
中
退
，
２
：
小
卒
，
３
：
中
学
校
中
退
，
４
：
中
卒
，
５
：
高
卒
以
上
を
指
す
。
―
は
未
回
答
。

３
）
廃
品
就
業
は
，
廃
品
回
収
業
に
お
け
る
就
業
年
数
を
指
す
。

４
）
廃
品
回
収
業
へ
の
参
入
ル
ー
ト
。
１
：
自
分
で
，
２
：
家
族
，
親
戚
を
頼
っ
て
，
３
：
同
郷
者
を
頼
っ
て
。

５
）
１９
９１
年
か
ら
２
年
間
在
京
し
，
そ
の
後
帰
郷
し
て
９７
年
か
ら
再
来
。
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２０代，３０代の家計の中心となる労働力が中心で，

出身地は河南省固始県に集中している。特に蒋

集鎮出身者が多く，学歴は中卒者が最も多い。

なお，仲買人はいずれも家族経営で，通常男

性が経営の中心になっている。家族形態を見る

と（表４），No.２の万以外は全員が既婚者で，

ほとんどが核家族で北京で同居，つまり集積場

内に起居している。例外は No.１の陸が中学生

の長男を故郷の祖母の元に残している例，No.１１

が同じく就学年齢の子供２人を故郷に残してき

ている２つの例のみである。自分または配偶者

の親兄弟を呼び寄せ，同居して手伝いに使って

いる例は多く，No.３，５，６，１０がそうである。

No.１，４，５，９，１０の家庭では就学前の子供や小

学校低学年の子供（注２７）を同居させている。

�２ 参入ルート

仲買人はどのような就業経験を持ち，どのよ

うに現在のポストに参入したのだろうか。表３

を参照すると，インフォーマントの上京時期に

は１９８９～９９年までばらつきが見られるものの，

仲買人の就業歴にはいくつかのパターンがある

ことがわかる。

�� 業種内からの上昇移動

廃品回収人を一定期間経験し，その後仲買人

にいわばステップアップした，No.１，２，３，４，

５，７のインフォーマントがこのタイプである。

業種内での就業年数の長い者はほとんどがこの

タイプで，回収人として資金を蓄積し，同じ業

種内でより収入の多い仲買人に上昇的に職業移

動した者である。

�� 区画手伝いからの独立

多く親戚の経営する区画において，一定期間

手伝いや見習いとして就業し，業務を覚えた上

で自ら独立した区画を経営するようになった仲

買人。No.６，８，１０がこれにあたる。この場合，

手伝いをしていた区画と同じ品目で仲買を始め

る例が多く，また独立時には手伝い先だった親

戚から資金面，情報面などの支援を受けられる

こともあるという。

�� 他業種からの新規参入

比較的新しく業種内に参入した仲買人には，

廃品回収とは全く関連のない業種での就業経験

を持ち，直接仲買人として業種内に参入した No.

９，１１の例も見られる。この場合，他業種での

就業時に仲買人を始めるのに十分な資金を貯蓄

してあり，また廃品回収業の業種内にノウハウ

を提供してくれる有力な血縁関係者がいること

が条件になっている。

なお，北京に来る以前に農業以外の就業経験

を持つ者が非常に少ないことは，中国の労働力

移動に関してよく指摘される（注２８）ように彼らの

持つ就業ルートの少なさを示していると考えら

れる。上京後の就業経験は，早期に北京に来た

者では農業労働，工事現場での荷積みなど，他

の肉体労働に就いた例が見られるが，比較的最

近の参入者では，上京後直接廃品回収業に参入

する例が多い。これとも関連するが，参入ルー

トとしてほとんどのインフォーマントが家族・

親戚や同郷者を頼って参入した，と回答してい

る。

最後に，仲買人の扱う廃品の品目にも注目し

たい。ひとつには，資金量による制約がある。

廃品品目の中でも，紙類，飲料容器，ぼろ布な

どの品目の仲買に必要な資金量は比較的少ない。

それに対して，金属類の仲買には経営許可証が

必要であり，最もコストが高い反面，利益も最

も上がる品目である。一定の資金が用意できる

という前提の上で，もうひとつには情報提供者
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図
４
A
集
積
場
内
区
画
見
取
り
図

回
収
人

回
収
人

回
収
人

張
夫
婦

張
父

王
夫
婦
，子
１
人

陸
妹
夫
婦

回
収
人
夫
婦
＋
子
１
人

鉄 （
劉
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
張
）

ビ
ニ
ー
ル

（
張
）

飲
料
Ⅱ（
王
）

木
材

（
陸
）

飲
料
Ⅰ

（
陸
妹
夫
婦
）

＊
紙
Ⅱ
王
の
姉
（
○
５
）

（
回
収
人
）

＊
紙
Ⅱ
王
の
姉（
○
４
）＋
子
１
人

（
回
収
人
）

紙
類
Ⅱ

（
王
）

王
夫
婦

工
場
廃
品
回
収
人
夫
婦

王
妻
妹
と
両
親

王
父
母

陸
弟
夫
婦

非
鉄
金
属

（
王
）

●
水
道

紙
類
Ⅰ

（
仁
）

仁
夫
婦
＋
子
３
人

王
夫
婦

仁
父
母

屑
鉄
輸
送
汪
夫
婦

陸
夫
婦
＋
子
１
人

●
水
道

経
営
者

弟
夫
婦

経
営
者
夫
婦

陸
夫
婦
を
中
心
と
す
る
人
間

関
係
（
図
５
に
対
応
）

王
家
を
中
心
と
す
る
人
間
関

係
（
図
６
に
対
応
）

（
出
所
）
筆
者
作
成
。

（
注
）
○
４
，
○
５
は
，
４
番
目
，
５
番
目
の
女
の
キ
ョ
ウ
ダ
イ
。
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の有無が仲買品目の決定に重要な要因となる。

これについては，�４仲買業務の中で再び取り上

げる。

�３ 就業の場：集積場内の社会関係

仲買人の就業の場である集積場を，A集積

場を例に見てみたい（図４）。A集積場は法人

名義を持つ経営者から，河南人仲買人の陸（No.

１）が全面的に管理を請け負って営まれている。

区画を賃貸する仲買人の募集，賃貸料の集金な

ど日常の管理は全て陸に任されている。区画を

賃貸している仲買人を詳細に見ると，ほぼ全員

が陸との何らかの直接的な関係を持っているこ

とがわかる。集積場内の第１の社交圏は，陸と

陸の妻を中心とする血縁関係者のグループであ

る（図５）。第２の社交圏はもうひとつの血縁

関係を基礎としており，陸とは同村の出身者，

つまり地縁関係を持つ者が中心である（図６）。

図６中の万は，彼自身は A集積場のテナント

図５ A集積場内の人間関係（１）：陸家を中心に

△ ○

陸兄（家具工場勤務）△１ ○陸義姉

陸の妻 ○１ △２ 陸＜A集積場請負＞

汪（鉄仲介人） 陸妻の妹 ○２ 陸弟（海淀区で集積場管理）△３ ○陸義妹

△１ 陸妻の妹 ○３ 陸妹＜飲料Ⅰ＞経営 ○４ △陸義弟

仁△ ○２ 陸妻の弟（鉄仲買）△４

＜紙Ⅰ＞
経営 ○１

○２

△３

○１

○２

（出所） 筆者作成。

（注） �１ △は男，○は女，数字は兄弟姉妹関係を示す。

�２ 横線は婚姻関係，縦線は親子関係を示す。

�３ 網掛けは A集積場内居住者（図４見取り図に対応）。

�４ 囲みは同居家族を示す。

図６ A集積場内の人間関係（２）：王家を中心に

△１ ○ △ ○

○１ △２ ＜紙Ⅱ＞手伝い

○１ △２

○２ △

＜非鉄金属＞王

万△ △１

紙仲買 △２

△３

回収人△ ○４

回収人△ ○５

＜紙Ⅱ＞王△６ ○１

○２

（出所） 筆者作成。

（注） �１ △は男，○は女，数字は兄弟姉妹関係を示

す。

�２ 横線は婚姻関係，縦線は親子関係を示す。

�３ 網掛けは A集積場内居住者（図４見取り

図に対応）。

�４ 囲みは同居家族を示す。
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ではないが，陸と同村の出身でこの社交圏の者

たちを陸に紹介する鍵となった人物である。

その他のテナントは，職縁関係による。陸に

よると，飲料Ⅱ区画の王，非鉄金属区画の王，

ビニール区画の張，プラスチック区画の張の４

人は，北京で仕事中に知り合った者である。プ

ラスチック区画を賃貸する張は安徽省合肥市の

出身，その他３人の仲買人は共に河南省固始県

の出身であるが，出身村は陸と異なる。非鉄金

属の王は，紙類Ⅱ区画の王ら兄弟と従兄弟関係

にあり，王家は第２の社交グループの中心にな

っている。また，ビニール区画の張は非鉄金属

の王と同じ村出身の旧友同士で，王と同時に

A集積場に移ってきた。

プラスチック廃材の仲買をする張家は，北京

の郊外で叔父を中心にプラスチック加工工場を

経営している。陸とは，叔父と陸とが業務上知

り合い，比較的気があった仲だった。以前 A

集積場のプラスチック区画には河南人の仲買人

一家が入っていたが，営業不振で出ていき，そ

の後陸が引継に業務を行っていた際に張家の叔

父と知り合い，声をかけた。

以上，場内の各仲買人世帯は，集積場の内部

責任者である陸と何らかの直接的関係を持つこ

とがわかる。それは，血縁関係，地縁関係を持

つ者が中心であるが，一部業務上の職縁で知り

合った者もいる。ひとつの集積場内の仲買人が，

内部管理者と何らかの社会関係を持つことは，

集積場内に一定のまとまりを生んでいる。

�４ 仲買業務

仲買人による廃品の出荷方法には，以下の３

つがある。��工場への直接出荷，��専門の仲介

業者を通した出荷，��大規模経営仲買人への転

売，である。

�� 工場出荷

No.１の陸，No.２の万など，仲買人就業歴が

長い者は通常この方法をとっている。２人の仲

買人の扱い品目は異なるが，どちらも長期的に

取引関係を持つ出荷先工場を持つ。

屑鉄を扱う陸の取引先には，首都製鉄所とそ

の他いくつかの小規模な鉄工所があり，屑鉄の

純度によって出荷先を決めている。小規模鉄工

所は自前で精錬ができないため，純度の高い屑

鉄を高値で買い取る。純度の低い銑鉄やブリキ

などの屑鉄は，首都製鉄所に低価格で出荷する。

陸は自家所有の２トントラックを持ち，出荷時

の運搬も自ら行っている。

紙類の仲買人である万は，A集積場の紙類

Ⅱ区画経営者の従兄である。A集積場から３

～４キロ離れた太陽宮の廃品集積場内で紙類の

回収区画を経営している。万は扱う紙類のうち，

段ボールのみを工場への直接取引で出荷してい

る。万の取引先の製紙工場は製紙工場の集中す

る河北省保定市に２～３カ所ある。工場でトラ

ックを保有しており，古紙を引き取りに来る。

出荷時は古紙をトラックに積み込み，万も工場

のトラックに乗りこんで工場に同行する。工場

での計量に立ち合って支払いを受けるためであ

る。万の出荷する段ボールは，毎回２０トン程で，

普通２０００元ほどの純利益が出る。万が回収人か

らの買い取りと工場出荷の間で稼ぐ利ざやは段

ボール１キロにつき１角の計算になる。

�� 仲介業者

A集積場内の紙類Ⅰ区画の仲買人，仁は仲

介業者を通じて出荷を行っている。仁は A集

積場の開設と同時に初めて仲買人になった。仲

買人としての就業歴は浅く，また身内に同品目

の仲買人をする有力な知り合いがいない。その
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ため，同郷者に紹介された仲介人を通して廃品

の出荷をしている。仲介人は河北人で古紙を専

門に輸送する運送会社を経営している。仁の古

紙の運搬は，仲介人がトラックと運転手を派遣

し，出荷先工場と連絡を取る。出荷時は仁も同

乗して工場に向かい，計量，支払いを行う。仲

介人への手数料は高速道路の通行料込みで１往

復につき定額の５５０元である。１回の運搬料は

７～８トンになる。

仁の古紙仲買による利ざやを仮に万と同様に

１キロ当たり１角として計算すると，８トン出

荷時の収入は８００元である。そのうち５５０元を仲

介料として取られるとすれば，収入はいくらも

残らない。実際に仁は２００１年７月時点で半年間

の仲買経営によって１万元近い赤字が累積して

いると嘆いており，７月末には区画賃貸を止め

て回収人を始めた。

A集積場内の仁の区画に平屋を建てて住む，

仁の義兄（妻の兄）汪は鉄の仲介業者である。

２トントラックを所有し，北京市内の通州区，

河北省承徳市などに４～５の取引先工場を持っ

ており，屑鉄を専門に輸送する。運搬料を含ん

だ仲介料は運搬する鉄の質にもよるが，１キロ

当たり１角以下，１回の積載量は４～５トンで，

１往復２００元ほどの稼ぎになる。汪に屑鉄の輸

送を頼む仲買人は２０人ほどで，同乗して工場ま

で行く者も，長年の信頼関係から汪に任せる者

もいる。

A集積場に出入りする品目特定の仲介業者

には，この他に酒瓶を専門に運搬する王がいる。

汪，王とも，出荷先の工場を把握していること

が自分の商売の鍵であるといい，出荷先は絶対

に他人に紹介しないという（注２９）。汪の場合は，

同じ村出身の同業の親友から業務を学び，出荷

先も紹介を受けた。王は当初，同郷の社長の下

で酒瓶運びをする労働者だったが，社長が他業

種に仕事を変えたのを契機に，出荷先の工場を

譲り受けた。

�� 転売

集められる廃品の総量が少なく，トラック１

台分に満たない仲買人は，自分の区画で買い取

った廃品を大規模経営の別の仲買人に転売する

ことが多い。また，ペットボトル，プラスチッ

クなど再利用工業への出荷前に加工を要する品

目は，仲買人から加工業者へと廃品が転売され

る。

上述した紙類仲買人の万は，段ボールは工場

へ直接出荷するが，新聞古紙はトラック１台分

に満たないため，別の仲買人に転売している。

また，A集積場内のビニール製品，ゴム製品，

ぼろ布など雑多な生活廃品の区画を経営する張

は，それぞれの品目ごとの回収量が少ないため，

トラックを保有し，集めた廃品を別の河南人の

知り合いに転売している。

仲買人の廃品出荷ルートとしては，工場へ直

接出荷する��の方法が最も利潤が大きい。では，

それに必要となる条件にはどのようなものがあ

るだろうか。廃品の出荷量が十分であること，

その上で条件の良い出荷先工場を取引先に持っ

ているかどうかが必要な条件となる。さらに，

廃品の価格変動に関する情報をどう入手するか

も重要な要因である。廃品の価格は日々変動し

ているが，仲買人の廃品出荷サイクルは短くて

も１週間ほどで，その間の価格変動も日々回収

人から買い取る廃品価格に反映させなければな

らない。つき合いの長い取引先工場を持つ仲買

人は，価格が変動すれば工場が電話で知らせて

くれるなどの情報入手ルートを確保している。
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また，そうしたルートを持たない仲買人は仲買

人仲間の間で価格変動に関する情報を交換して

いる。市況が絶えず変化する廃品市場において，

仲間との情報交換は欠かすことができない。そ

のため仲買人は，親戚や親しい友人に同じ品目

を扱う仲買人を持っていることが多く，しばし

ば仲間の経営する区画へ出向いて相互に情報交

換を怠らない。

２．廃品回収人

�１ プロフィール

表５は，廃品回収人３２人の基本的属性を上京

年の早い者から順に一覧表にしたものである。

一見して，年齢層は仲買人に比べて幅広いもの

の，２０代，３０代の既婚男性労働者が中心である

こと，固始県出身者が圧倒的に多いこと，上京

時期にも１９８９年から２００１年の調査時点まで幅広

いことが見て取れる。学歴は最高が中卒である

ことは仲買人と同様である。中卒者が１１人で約

半数である。なお，家族との同居状況（表６）

は，家族成員全員が北京で同居する者，故郷に

家族を残し単身で北京に滞在する者，子供や親

を故郷に残して夫婦で北京に滞在する者がそれ

ぞれ約３分の１ずつである。

�２ 参入ルート

表５より，廃品回収業への参入ルートが先に

北京に入った家族や親戚，同郷者を頼ってのチ

ェーン移動であることは，中国の一般的な出稼

ぎ労働者の移動傾向［高２００１，１９１；杜１９９７，

３２］と共通の特徴を示している。

就業経験に注目すると，回答のあった３０人中

１２人が他業種での就業経験を全く持たず，故郷

から直接北京の廃品回収業に参入していること

がわかる。北京での他業種への就業経験を持つ

者は，３０人中１４人で，主な業種は建築隊，工事

現場の荷積み工，自転車タクシー，バイクタク

シーなどの労働強度が高く，稼ぎの少ない業種

である。なお，北京と故郷以外の他の地方での

就業経験を持つ者は５人と少ない。廃品回収人

の多くが，技術を持たず，他の出稼ぎ先地域へ

の就職ルートも持たない非熟練労働者であると

見ることができる。

なお，回収人の収入には相当な幅がある。比

較的高収入を得て，安定的に就業している回収

人と，町を巡回してもほとんど収穫のない低収

入層が存在している。特に，非河南人の回収人

はほぼ例外なく低収入である。回答のなかった

者も，小型のリヤカー付き三輪車に乗っている

など，一目で回収量が少ないことが見て取れる

者が多かった。こうした差は何に起因するもの

なのだろうか。後の第Ⅳ節において再び考察し

たい。

�３ 回収業務

廃品回収人の仕事は，店舗が開店準備を始め

る朝７時前後に始まる。得意先を持たない回収

人は町を巡回し，声がかからなければ住宅地や

建設現場など廃品が出やすい地点に仲間内で集

まり，時間をつぶす。廃品回収人にとって，独

占的に出入りできる得意先を持つか否かは，収

入に大きく影響する要素である。

�定点�と呼ばれる得意先を持てるかどうか

は，古参者の既得権益である場合も，新参者に

よる戦略的獲得によるものもある。

回収人 No.７の趙は北京に来て８年目で，望

京一帯の主要なオフィス，学校などのほとんど

を得意先にする古参回収人である。大きな単位

は廃品の排出量が多く，価格交渉で極端な要求

をする職員も少ない。趙の得意先はほとんどが，

長年のつき合いによって獲得したものだという。
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表
５
廃
品
回
収
入
の
属
性
と
就
業
歴

№
性
別
年
齢
婚
姻

出
身
地
１
）

学
歴
２
）
上
京
年

月
収

参
入
ル

ー
ト
３
）
他
業
種
就

業
経
験
４
）

備
考

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２

男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 女 男 男 女 男 男 男 男 男 男 男

２９ ３０ ３３ ２７ ４５ ３０ ４９ ３３ ３３ ２８ ２８ ３１ ３０ ４７ ２５ ２８ ５６ ３４ ３０ ３３ ５６ ３７ ５０ ４５ ４５ １９ ３６ ３４ ４７ ３３ ２６ ５８

既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 既 未 既 既 既 既 未 既

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
李
店
郷

固
始
県
李
店
郷

固
始
県
城
郊
郷

固
始
県
徐
集
郷

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
李
店
郷

固
始
県
徐
集
郷

固
始
県
洪
埠
郷

安
徽
省
阜
陽

河
北
石
家
庄

固
始
県
李
店
郷

固
始
県
蒋
集
鎮

安
徽
省


江

固
始
県
蒋
集
鎮

江
蘇
省
南
通

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
李
店
郷

固
始
県
泉
河
鋪
郷

安
徽
省
古
河

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
李
店
郷

固
始
県
李
店
郷

固
始
県
李
店
郷

固
始
県
蒋
集
鎮

固
始
県
李
店
郷

固
始
県
李
店
郷

安
徽
省
阜
陽

２ ３ ２ ４ ― ４ １ １ ２ ３ ― ― ― ４ ３ １ １ ― ４ ４ ２ ― ４ ４ ― ３ ４ ４ ― ４ ４ ―

１９
８９

１９
８９

１９
８９

１９
９１

１９
９１

１９
９２

１９
９３

１９
９３

１９
９３

１９
９３

１９
９４

１９
９４

１９
９４

１９
９４

１９
９４

１９
９５

１９
９６

１９
９７

１９
９７

１９
９７

１９
９８

１９
９８

１９
９８

１９
９８

１９
９８

１９
９９

１９
９９

２０
００

２０
００

２０
０１

２０
０１

２０
０１

７５
０

１
，０
００ ７０
０
８０
０
７５
０
６０
０ ―

１
，０
００ ５０
０

１
，２
００ ５５
０ ― ―

５５
０
８０
０
６０
０
６０
０
９０
０
５５
０

１
，０
００

２
，０
００ ５０
０ ―

７０
０
３５
０
５５
０
４０
０

１
，５
００

１
，０
００ ― ４０
０
５０
０

― ３ １ ３ ３ ２ ２ ３ ３ ２ ３ ３ ３ １ ２ １ １ ３ １ ２ １ ２ １ ３ ２ ２ ３ ２ ― ２ ３ ―

１ １ １ ０ １ １ ２ １ ０
１
，
２
０ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ２ ０ １ １ ― ０ ０ １
１
，
２
２ ― ２ ０ ０

廃
品
回
収
３
年
，
ト
ラ
ッ
ク
運
転
４
年
，
再
び
廃
品
回
収

飲
料
運
び
２
年

建
築
隊
３
年

な
し
来
京
後
，
探
し
た
建
築
隊
で
１
年
余
り

土
砂
積
み
６
年

故
郷
で
農
作
業
と
木
工
（
農
閑
期
），
２
年
前
よ
り
仲
買
を
兼
ね
る

建
築
隊
１
年

な
し
荷
積
み
３
年
半
，
河
南
で
建
築
隊
２
年
，
雑
貨
屋
１
年
，
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
２
年

な
し
土
砂
積
み
２
年
，
の
ち
，
廃
品
回
収
人
，
３
年
前
よ
り
仲
買
を
兼
ね
る

建
築
，
農
業
，
仕
事
の
な
い
と
き
に
廃
品
回
収（
廃
品
回
収
に
よ
る
収
入
は
１
日
１０
元
未
満
）

な
し
工
場
２
カ
月
，
廃
品
回
収
１
年
，
建
築
隊
４
年
，
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー

な
し
な
し
な
し
全
国
各
地
で
調
理
師
計
５
年

な
し
故
郷
で
生
産
隊
幹
部
・
豆
腐
屋
・
食
用
油
精
製
，
北
京
で
自
転
車
タ
ク
シ
ー

市
場
売
り
子
２
．５
年

故
郷
で
村
民
小
組
会
計
１０
年
，
北
京
で
清
掃
工
３
年
（
廃
品
回
収
を
兼
ね
る
）

な
し
自
転
車
タ
ク
シ
ー

９０
年
来
京
荷
積
み
３
カ
月
，
帰
郷
，湖
北
池
掘
り
３
カ
月
，
帰
郷
，９
９
年
よ
り
北
京
で
廃
品
回
収

安
徽
で
水
道
管
工
事
工
３
年
，
故
郷
派
出
所
４
年
，
広
東
で
水
道
管
工
事
工
１０
年

安
徽
で
電
気
工
５
年
，
広
州
で
電
気
工
２
年

な
し
な
し

（
出
所
）
本
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
筆
者
作
成
。

（
注
）
―
は
無
回
答
を
示
す
。

１
）
河
南
省
固
始
県
出
身
者
は
郷
鎮
名
ま
で
記
入
し
た
。

２
）
学
歴
は
，
１
：
小
学
校
中
退
，
２
：
小
卒
，
３
：
中
学
校
中
退
，
４
：
中
卒
，
５
：
高
卒
以
上
を
指
す
。

３
）
廃
品
回
収
業
へ
の
参
入
ル
ー
ト
。
１
：
自
分
で
，
２
：
家
族
，
親
戚
を
頼
っ
て
，
３
：
同
郷
者
を
頼
っ
て
。

４
）
０
：
他
業
種
就
業
経
験
な
し
，
１
：
北
京
に
お
け
る
他
業
種
就
業
歴
あ
り
，
２
：
北
京
以
外
の
地
方
に
お
け
る
他
業
種
就
業
経
験
あ
り
。
詳
細
は
備
考
欄
に
記
入
。
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表
６
回
収
人
の
家
族
形
態
と
同
居
形
態

回
収
人
№

家
族
形
態

（
う
ち
北
京
で
同
居
す
る
家
族
成
員
／
故
郷
に
残
る
家
族
成
員
）

備
考

北
京
在
住

の
親
戚

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２

同
居
（
夫
婦
，
３
子
／
な
し
）

単
身
別
居
（
な
し
／
妻
，
２
子
）

単
身
別
居
（
な
し
／
妻
，
９
歳
子
（
就
学
），
０
歳
子
）

単
身
別
居
（
な
し
／
妻
，
３
歳
子
）

一
部
同
居
（
夫
婦
／
２
子
（
高
，
中
），
母
）

単
身
別
居
（
な
し
／
妻
，
４
歳
子
）

同
居
（
夫
婦
，
息
子
夫
婦
／
な
し
）

一
部
同
居
（
夫
婦
／
９
歳
子
，
両
親
）

単
身
別
居
（
な
し
／
妻
（
農
業
），
１１
歳
息
子
，
９
歳
娘
）

同
居（
妻（
清
掃
工
），
３
歳
娘
，
妻
両
親
，
妻
弟
夫
婦
／
両
親
）

同
居
（
妻
，
５
歳
子
／
な
し
）

同
居
（
妻
，
４
歳
子
，
両
親
／
な
し
）

単
身
別
居
（
な
し
／
妻
，
子
）

一
部
同
居
（
妻
，
２２
歳
息
子
，
１０
歳
娘
／
２０
歳
息
子
）

同
居
（
妻
／
な
し
）

単
身
別
居
（
な
し
／
妻
，
４
歳
娘
，
０
歳
息
子
）

一
部
同
居
（
妻
／
息
子
）

一
部
同
居
（
妻
／
１０
歳
，
４
歳
子
，
両
親
）

―
（
妻
／
―
）

同
居
（
夫
婦
，
娘
２
人
）

同
居
（
夫
婦
，
子
／
な
し
）

一
部
同
居
（
夫
婦
／
息
子
２
人
（
高
・
中
））

一
部
同
居
（
夫
婦
／
―
）

同
居
（
妻
，
息
子
２
人
）

一
部
同
居
（
夫
婦
／
―
）

未
婚
（
な
し
／
両
親
）

一
部
同
居
（
妻
／
小
３
年
，
小
４
年
の
子
，
母
）

単
身
別
居
（
な
し
／
妻
，
２
子
）

― 単
身
別
居
（
な
し
／
妻
，
子
）

未
婚
単
身
別
居
（
な
し
／
家
族
全
員
）

３
人
の
子
は
北
京
の
民
工
子
弟
学
校
に
通
う

上
の
子
供
の
就
学
で
妻
と
２
子
は
今
年
帰
省
し
た

妻
は
帰
省
し
て
出
産
，
出
産
後
故
郷
に
残
る

兄
弟
，
義
父
母
，
義
兄
弟
と
北
京
で
同
居

弟
家
族
（
廃
品
回
収
業
）
と
同
居

妻（
廃
品
買
い
取
り
），
父（
引
っ
越
し
取
り
壊
し
業
）。
４
歳
の
子
は
未
就
学

同
村
出
身
者
と
近
く
に
住
む
。
子
供
は
故
郷
で
就
学
中

息
子
２２
歳
（
工
場
勤
務
），
娘
１０
歳
は
北
京
で
就
学
中
（
民
工
子
弟
学
校
）

義
弟
（
妻
の
弟
）
と
も
同
居

妻
（
ゴ
ミ
拾
い
），
息
子
（
安
徽
で
大
学
在
学
中
）

娘
２
人
は
北
京
で
就
学
中
（
民
工
子
弟
学
校
）

妻
は
同
じ
職
場
で
清
掃
工

姉
夫
婦
と
北
京
で
同
居

両
親
，
妹
の
夫
，
弟
と
北
京
で
同
居

両
親
，
兄
，
義
弟
と
北
京
で
同
居

有 無 有 有 有 有 有 有 有 無 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有

（
出
所
）
本
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
筆
者
作
成
。
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趙の得意先のひとつである中国社会科学院研究

生院のガードマンによると，学校の事務職員が

趙のことを信頼しており，彼を校内に入れるよ

う指示している。�定点�では，回収人は他の

回収人との価格競争を避けられる。実際に，趙

の研究生院内での廃品買い取り価格は，他の回

収人の通常の買い取り価格に比べて単位当たり

２～４角も低い。なお，趙は居住先の平屋で２

年前から非認可で廃品買い取りもしている（仲

買人 No.３）。一般の回収人に比べてかなりの高

収入を得ているものと思われる。

回収人 No．２８の陳は，２００１年に上京したばか

りの新参者であるが，すでに５～６カ所の�定

点�を持つ。一部は同じ地域で回収人をする父

親（No.２１）から譲り受けたものであるが，中

には戦略的に獲得したものもある。中国社会科

学院研究生院に隣接する留学生宿舎は数年来趙

の得意先であったが，陳がこれに取って代わっ

た。また，陳は竣工間際のビル建設現場を新た

に得意先として獲得している。建設現場は廃品

の排出量が多く，１人の回収人では引き取った

廃品を運びきれないことが多い。そのため，家

族や同村出身者のグループで待機し，協力して

回収する例が多い。陳の作戦は，どちらの場合

も獲得初期はほとんど儲けを見込まない廃品価

格の高い設定と，現場の出入りと廃品管理のキ

ーパーソンへの接近，関係維持であった。こう

したノウハウを，陳は同業の父親から学んでい

る。

以上，�定点�の獲得を巡る回収人の日常か

らは，得意先の有無に関しては古参者に一定の

優位性があること，その上で新参者にも競争に

よる得意先獲得のチャンスは開かれていること

が確認された。とはいえ，廃品価格が低迷して

いる近年では，廃品回収はそれほど利益の大き

い仕事ではなく，リスクをとってまで回収する

例は少ない。

さて，回収人にも同業者に仲間を持つことの

メリットが観察できる。得意先を持たない新参

者でも，古参の回収人から得意先を譲り受ける，

ノウハウを学ぶ，建設現場などの大規模な廃品

排出スポットをグループで得意先にする，など

はどれも同業の仲間を通して得られるメリット

である。ここに，高収入の回収人と低収入の回

収人が分化する構造が存在していると考えられ

る。また，�定点�の獲得や建設現場囲い込み

には，当然のことながら複数の回収人間での競

争が繰り広げられる。そうした際に，河南人間

では一定のルールが存在し，正当な競争が行わ

れる。正当な手段によって獲得したのである限

り，他者や他のグループの�定点�には手を出

さないことが暗黙の了解になっている。相手が

河南人でない場合には，仲間を集めて暴力に訴

えるなどの手段も用いるという（注３０）。

Ⅳ 独占労働市場の形成要因

本節では，これまでの議論をふまえて本稿の

課題であった都市部における特定の地方出身労

働者による業種内労働市場の独占要因を考察す

る。まず，廃品回収業の構造をまとめ，その要

因を考察する。その上で�浙江村�研究を参照

して他業種の構造との比較を試みる。

１．廃品回収業における労働市場の独占

北京市の廃品回収業を巡る業種内分業構造と

就業者の流動性を図７に図示してみたい。なお，

業種内分業構造は収入の多寡によって階層的に

理解することとする。
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業種内の分業構造は，収入の多い順に仲買人，

回収人，区画手伝いである。それぞれの分業階

層の中で，河南人が大多数を占め，また同一分

業階層内でも河南人が非河南人に比べて優位な

位置を占めている。区画手伝いでは，河南人の

手伝い人は仲買人の家族や親戚であり，数年後

に仲買人として独立する者が多い。それに対し

て，非河南人の手伝い人は臨時雇いに過ぎず，

業種内での職業階層移動は見られない。回収人

階層では，非河南人回収人が有利な地位を占め

ていないことは，インフォーマントからの収入

に関するヒアリング，廃品の運搬手段である三

輪車の積載可能量から推測される。インフォー

マントの仲買人からのヒアリングでも，非河南

人の回収人は参入してきても業種内での就業期

間は短く，流動性が非常に高いことが確認され

た。なお，仲買人層に関しては，河南人の参入

以前から仲買人の位置を占めていた河北人が現

在も一部業種内に残っている（注３１）。しかし総じ

て，業種全体にとって新しく参入してくる非河

南人就業者は臨時的な存在に過ぎない。

では，こうした業種内労働市場の河南人によ

る独占状態は実際にどのようにして形成されて

いるのであろうか。それは，業種内で必要とさ

れる資源が，河南人ネットワークの中に保持さ

れ，非河南人にとっての参入障壁になっている

からだと考えられる。ここでの資源とは，具体

的には就業の基盤と情報へのアクセスである。

また，同郷者の間に共有される一定のルールが，

それを強化していると考えられる。

仲買人はまず廃品集積場の区画を賃貸しなけ

ればならないが，北京市内の大多数である個人

営集積場では，河南人管理者が経営を請け負い，

個人的なネットワークの中から区画の賃貸者を

探す。その結果，業種内に知り合いの多い河南

人仲買人にとっては賃貸区画へのアクセスが容

易で，非河南人にとっては困難となる。社会関

係を共有することは，仲買人にとっては就業の

場であり，同時に生活の場でもある集積場内に

一定の秩序をもたらす。また，価格変動，出荷

先工場などの業務上不可欠な情報は，同業の仲

間内でやりとりされているため，業種内に情報

提供者がいれば新規参入も可能である。ただし，

業種内で成功した仲買人でも他業種への転職は

非常に困難である。

回収人では，廃品集荷の得意先が就業の基盤

にあたる。上述したように，回収人にとって好

条件の学校や店舗・オフィス等は通常，すでに

古参者によって占められている。古参回収人は

帰郷などの場合も仲間内に得意先を預けたり，

譲るなどするため，条件の良い単位は常に河南

人ネットワークの中に保持される。また，回収

図７ 廃品回収業を巡る就業者の流動性

河南人仲買人 河北人
仲買人

河南人

回収人

非河南人回収人

河南人手伝い人

臨時雇用手伝い人

（出所） 筆者作成。

（注） 実線矢印は流動性があること，破線矢印は流動

が一般に見られないことを示す。
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人間でも，集積場ごとの廃品買い取り価格に関

する情報交換や，業務上の若干のノウハウ伝授，

協力や助け合いが見られる。こうした面で，や

はり河南人の業種内における優位性が存在する。

さらに，ひとつの�定点�や建設現場を巡って，

複数の回収人や回収人グループ間で囲い込み競

争になりがちな回収人層では，同郷者の間にの

み存在する，最低限のルールもまた重要な公共

財である（注３２）。

最後に，当初の仮説に立ち返ってまとめてお

きたい。北京の廃品回収業は，その参入障壁の

低さにもかかわらず，社会関係を持たない新参

者にとっては内部での安定的な就業が極めて困

難な労働市場となっている。それは，業種内の

資源が古参者を中心とする河南人によってほぼ

独占されているためである。しかしながら，河

南人ネットワークは包括的，固定的なものでは

ないため，河南人同士の競争は激しく，依然と

して非常に競争的な市場である。

２．インフォーマルセクターの業種間分断

以上，考察してきた廃品回収業の業種内労働

市場の様相は，中国の都市インフォーマルセク

ターの中でどの程度普遍的なのだろうか。本節

では，業種内の主体関係に着目してまず廃品回

収業を考察し，その上で�浙江村�の衣料品産

業との比較を試みる。なお，�浙江村�の事例

は中国のインフォーマルセクター研究としては

最も既存研究が多く［王１９９５；項２０００］（注３３），

他方で多くの点で廃品回収業とは異なる性質を

持つ（注３４）。２つの業種を比較分析してみること

で，両者の相違点，共通点を明らかにしたい。

廃品回収業の業種内主体間関係は図８のよう

に考えられる。業種内で観察される主体間関係

は大きく２種類に分けられる。つまり，廃品の

流れに沿って発生する取引関係と，同一分業階

層内での互助・協力関係である。取引上の関係

には，最低限の信頼関係が必要であるものの，

基本的には利害関係である。廃品回収業におい

ては，この関係は不特定な主体間にも発生しう

る。つまり，必ずしも河南人である必要はない。

それに対して，特徴的なのは同じ分業階層に属

する仲間同士での互助・協力関係である。この

関係は一般に，血縁，出身地における地縁関係

を基盤としており，この関係が廃品回収業にお

図８ 廃品回収業における業種内主体間関係

回収人 工場

仲買人
廃品発生源

住民

店舗

学校

会社

�
回収人 工場

回収人 仲買人

専門

市場

�
回収人

仲買人

（出所） 筆者作成。
（注） 太矢印は廃品売買に伴う取引関係。細矢印は互助・協力関係。
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ける参入障壁の原因になっていると考えられる。

次に，衣料品産業を見てみよう。

北京市豊台区の�浙江村�は１０万人近い浙江

省温州地区出身者を抱え，住人の半数以上が

�浙江村�の主要産業である衣料品生産に従事

している。�村�内には，この基幹産業を中心

に，衣料品販売業，糸・針，布，ボタン，ファ

スナーなどの専門問屋，端切れ回収業等の関連

業種，その他生活全般に関連するいくつものサ

ービス産業が形成されている。業種内の主体間

関係に着目して整理すると，図９のようになる。

�浙江村�に特徴的なのは，業種内主体の社

会関係ネットワークが分業構造のタテ，ヨコの

双方向に張り巡らされ，それを十分に活用して

経営を行っている点である。

まず，製品の流れに沿って発生する主体間関

係から見てみよう。�浙江村�内の最も中心的

な業種は家族経営で営まれる衣料品生産業であ

る。生産者は�浙江村�内の専門問屋から必要

な材料を購入し，製品に仕立てて市場内に店舗

を構える販売者に出荷する。王春光の先行研究

によれば，衣料品生産にとって最も重要な資源

は製品のデザインに関する情報であり，それを

最も直接的に把握できるのは製品販売者である。

そのため，衣料品生産者―販売者間の協力関係

が重要になり，両者は常に密接に連絡を取り合

い，情報を伝達して収益向上に努める。この両

者の関係は，�１同一人物である場合，�２同一家

計内の家族である場合，�３親兄弟である場合，

�４同じ出身村の近隣者である場合がある。いず

れも，経済上の関係から独立の社会関係が存在

する。その他，生産者―専門問屋間では，血

縁・地縁関係など何らかの社会関係があれば代

金の短期的な付け払いが行われている。要する

図９ �浙江村�衣料品市場内の主体間関係

＜専門問屋＞ ＜衣料品生産＞ ＜衣料品販売＞ ＜顧客＞

衣料品市場布

生産者

布
販売者

生産者
糸・針

生産者
糸・針 販売者

ボタン 生産者

（出所） 王（１９９５，１０６―１４８）を参照して，筆者作成。
（注） 太矢印は一般の取引関係，細矢印は互助・協力関係を示す。
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に，製品の流れに沿って発生する取引関係にお

いても，互助・協力行為が取られているのであ

る。そして，その背後には社会関係が存在して

いる。

同じ分業構造内に属する同業者間での関係は，

協力・互恵関係である。生産者同士では，親し

い仲間内でのみ，受注した製品の生産応援，デ

ザイン情報の交換が行われる。他人にはこれら

の情報をもらさないよう，注意が払われる。ま

た，専門問屋同士の仲間関係では，原料の共同

買い付けによる仕入れコストダウン等が行われ

ている。

最後に，河南人による廃品ビジネスと�浙江

村�の衣料品ビジネスとを比較して考察したい。

社会関係ネットワークに注目すると，廃品ビジ

ネスでは分業構造横断的な同業者間でのみ社会

関係ネットワークが機能しており，廃品の流れ

に沿って発生する分業構造縦断的な取引の場で

は社会関係が利用されていなかった。それに対

して，衣料品ビジネスでは分業構造横断的，縦

断的の双方で社会関係ネットワークが存在し，

機能している。

分業構造横断的な同業者間の社会関係ネット

ワークの機能は２つの業種間で一致している。

利害の共有と相互信頼を基礎とした互助・協力

関係である。相違点は，分業体制縦断的な主体

間関係にある。�浙江村�では商品の流れに沿

った異なる業種の主体間を繋ぐ社会関係が存在

し，利用されているのに対し，河南人の廃品ビ

ジネスではそれが見られない。その原因は，扱

う商品の性質と業種内の主体間関係によるもの

と思われる。商品の性質としては，売買時に情

報の共有がしにくい商品であればあるほど，取

引には信用のおける相手を探す必要がある。ま

た，それが扱いに一定の技術が必要とされる商

品，供給者または需要者を独占的に把握できる

商品であれば，そうした取引関係が何らかのグ

ループ，あるいはネットワーク内に保持されや

すい。取引に必要な，信用を保証するシステム

として利用されているのが，血縁・地縁関係で

あると見ることができる。

そのため，�浙江村�の衣料品ビジネスは廃

品回収業以上に部外者の参入の難しい，独占的

業種となっている。�浙江村�内業種への参入

の難しさは，就業に必要とされる技術や資金の

有無によるだけではなく，信頼関係の基礎とな

る社会関係にある点では，廃品回収業と共通す

る特徴を持っている。

む す び

本稿では，北京市の廃品回収業を題材に，イ

ンフォーマルセクターにおける地方出身者の就

業構造を議論した。とりわけ，今日の中国で見

られる，都市インフォーマルセクターのいくつ

かの業種が，特定地域出身者によって独占され

る要因を明らかにしようとした。

中国の廃品回収業は，かつて計画経済の下に

独占的に経営されてきた。この時代がもたらし

た副産物で現在も業種内に残るものは，ひとつ

には資源配分あるいは所有の問題，もうひとつ

は流通経路の空白である。前者は未だに計画経

済体制内に留め置かれており，実際には集積場

経営権，金属廃材取扱許可証などの形で集団所

有企業が独占的に所有している。後者は廃品の

流通経路のみならず関連情報の流通経路の空白

をも含む。業種内の河南人は，持ち前の血縁・

地縁ネットワークを存分に活用してこれらの空
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白を補完していると見ることができる。また，

�浙江村�の先行研究からは血縁・地縁ネット

ワークを産業の特性に合わせてさらに広範に，

有効に活用しているのが�浙江村�における衣

料品関連産業であることを指摘した。

ただし，こうした社会関係ネットワークが同

時に他地域出身者にとっての参入障壁ともなっ

ており，就業者の業種間での職業移動は難しい

のが現状である。温州モデル発祥の地である温

州地区出身者による�浙江村�の繁栄と，�村�

民の経済的成功は注目に値するが，その先に社

会移動の可能性はあるのだろうか。本稿におけ

る廃品回収業の業種内就業構造の議論から考え

ると，その可能性には悲観的にならざるを得な

い。つまり，本稿で見たように業種内における

社会関係を資源として就業が実現している場合，

就業者は一旦その業種を離れると自らの優位性

を失う。情報や資源の流通が不十分な業種では，

社会移動も極めて難しいと思われる。社会移動

という観点から，今後中国の労働力移動に注目

し続ける必要があろう。

最後に，今後に残された課題としては，歴史

的，地域的双方の比較研究の必要性が挙げられ

る。前者としては，中国社会をより長期的スパ

ンで捉えれば近代中国におけるギルド研究がな

されており，そうした研究をも視野に入れた理

解が求められる。後者に関しては，主に開発経

済学の分野で，発展途上国の市場構造に関する

研究がなされている（注３５）。ただ，地域的な比較

研究を行うには中国のインフォーマルセクター

研究は未だ不十分であり，今後，業種的にも，

地域的にも広めて進めていく必要性があろう。

（注１） 本稿においては，各々の経済主体が�生活

の糧を得るために行う全ての活動�という意味で�就

業�の語を用いたい。つまり狭義の�就業�に加え，

経済活動を支える社会関係などの要素も含めて議論の

対象とする。

（注２） 社会移動とは，社会の構造を階層的に理解

し，その階層間での個人や集団の社会的地位の移動を

指す。社会的地位は主に職業を指標として測られる。

中国に関する階層研究はまだ始まったばかりであり，

殊に地域間移動を伴う出稼ぎ労働者の階層移動に関し

ては研究蓄積は皆無である。そこで，本稿では労働移

動性に着目することで社会移動研究の基礎としたい。

なお，中国の階層研究としては，園田（２００１）を参照

されたい。

（注３） 中国の人口移動にまつわる戸籍管理制度に

ついて，詳細は前田（１９９３），蔡（２００１）に詳しい。

（注４）�中華人民共和国戸口登記条例�（１９５８年１

月９日）。

（注５）�国務院関与農民進入集鎮落戸問題的通

知�（１９８４年１０月１３日）。

（注６）�公安部関与城鎮暫住人口管理的暫行規

定�（１９８５年７月１３日）。

（注７） 開発経済学においてインフォーマルセクタ

ーの定義は，労働立法に守られておらず，雇用が不安

定な低所得部門を指す。具体的には中小企業の雇用者，

日雇い労務者，小商人や職人などを含む［速水１９９５，

１８８］。中国の都市部インフォーマルセクターの定義に

ついては，石原の整理がある。それによると，中国の

都市インフォーマルセクターは行商，日雇い労務者，

フォーマルセクター（国有企業，集団所有制企業）に

おける臨時工，家事雑務などが挙げられる［石原

１９９１，２８］。本稿中で中国のインフォーマルセクター

として言及する際にも石原の整理に依拠する。

（注８） このことは，特に北京において際だってい

る。北京においてインフォーマルセクターに就業する

地方出身者が多い原因としては，南方の沿海地域に比

べ外資企業，郷鎮企業の工場などでの就業機会が少な

く，一方で人口規模の大きい北京では，住民へのサー

ビス産業が多くの地方出身者に就業の場を提供してい

ることが指摘できる［時１９９２，１８］。
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（注９） 農村出身者の都市における就業実態に具体

的に着目した研究としては彭（１９９６）による社会関係

資本に着目した建設業のケーススタディー，唐・馮

（２０００）による�河南村�廃品回収業従事者の階層分

化に関する研究があるが，いずれも業種内労働市場の

就業構造を明らかにしようとする筆者の問題関心に十

分に答えるものではない。

（注１０）�浙江村�研究では王（１９９５），項（２０００）

が社会学的な視点から詳細なフィールドワークを行っ

ている。

（注１１） ここで�河南村�という呼称は，一帯に廃

品回収業に従事する河南人が集中するため，北京政府

関係者や付近の北京住民が使う呼称である。�破爛

村�（ゴミ村）とも称される。ところで，廃品回収業

に携わる河南人の集住するこのような�村�は，対象

地域に限らず北京市内の至る所に存在すると考えるべ

きである。廃品の発生源は市内の至る所であり，その

ため就業者も市内のあらゆる地点に分散している。こ

の意味で，作業場兼居住地が一カ所に集積する�浙江

村�と�河南村�の性質は異なる。そのため，筆者は

�河南村�の呼称を用いない。

（注１２） 中西（１９９１）は都市インフォーマルセクタ

ーに関する開発経済学の主要な理論を展望し，自身の

フィールド調査を踏まえて都市インフォーマル部門を

実体的に理解するための新たな理論モデルを構築して

いる。本稿が参照する参入障壁と労働移動性に関する

議論は，中西（１９９１）の提示するいくつかの重要な論

点の中のひとつに過ぎない。

（注１３） この調査は１９９７年１１月１日に北京市全域に

おいて，北京市に１日以上滞在する北京戸籍を持たな

い人口を対象としたものである。なお，このセンサス

資料では外来人口の北京における職業を１３種に分類し，

その他の属性とのクロス集計を行っている。なお，職

業の１３区分の内訳は，専門技術者，国家・党・企業事

業単位責任者，事務員，商業従事者，廃品回収業従事

者，レストラン・サービス業従事者，修理サービス業

従事者，その他サービス業従事者，農林水産業従事者，

工業従事者，建設業労働者，運送業労働者，その他分

類不能者である。

（注１４）２０００年１２月２７日付け	生活時報
によれ

ば，１９９８年，北京で廃品回収業に就業する地方出身者

総数は８万２０００人。また，北京の廃品回収業の変遷に

詳しい北京市再生資源管理弁公室の富鴻鈞主任によれ

ば，８万人とも１０万人ともいわれるとのことであった

（２００１年７月９日，同弁公室における筆者による聞き

取り）。

（注１５） これは，基本的には北京で合法的に登録さ

れている地方出身者のみを対象にするというセンサス

データの性格による限界である。筆者の調査において，

合法的な廃品集積場内に住む仲買人は暫住手続きを取

っていたが，回収人では暫住証取得者は皆無であった。

よって，センサスデータは主に，合法的な廃品集積場

内で登記された就業者を概ね捕捉した数値であると考

えられる。ここには，後述する仲買人層と一部手伝い

人層が含まれる。

（注１６） 北京市の地方出身者総数に占める省別構成

では，河北省が最大で２４．９％，河南省が第２で１３．５％

であることを考慮すると，この２省出身者の廃品回収

業就業者全体に占める割合が相当高いこと，殊に河南

省出身者は突出していることが確認できる。

（注１７） 文中の固有名詞および人名には，適宜仮名

を用いる。

（注１８） 北京市では，大規模な廃品集積場の立地を

住民の居住空間，運送上の利便性などを考慮して四環

路から五環路の間に限定している［北京市商業委員会

他２００１］。四環路内の廃品集積場は，そのため近年

次々に閉鎖，移転させられている。

（注１９） この回収人は，筆者が滞在していた中国社

会科学院研究生院留学生宿舎に独占的に出入りしてい

た者で，筆者は宿舎のガードマンを通して知り合い，

調査への協力を得ることができた。

（注２０） 供銷合作社は，全国の流通，消費，商工業

に関わる共同組合事業を統一，主導する組織。

（注２１） 中国において�物資�とは，計画的に配分

される原材料，機械設備のこと［天児ほか１９９９，１０９４］

で，物資部門はその�物資�を全国に分配するための

中央政府の一部門である。

（注２２） 中国再生資源管理弁公室富主任からのヒア

リング（２００１年７月９日，中国再生資源管理弁公室に

て）および	当代中国
叢書編集部（１９９０，４８０）よ
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り。

（注２３） 中興廃旧物資回収公司姚家園市場における

中興公司崔総経理，同市場内の北京市朝陽区再生資源

協会田春蘭主任からのヒアリング（２００１年７月１３日）。

中興回収公司は１９９８年に旧来の国営廃品回収公司から

独立した集団所有企業で，現在北京市内に６カ所の大

型廃品集積場を経営している（http://www.zxhs.com）。

（注２４） 固始県労働就業管理所殷主任からのヒアリ

ング（２００１年７月３０日，同管理所にて）。

（注２５） 業種内では北京人の名目上の経営者を�大

老板�（老板はだんな，主人，社長の意味の日常語），

実質的に集積場を請け負う河南人管理者を�二老板�

と呼んでいる。数人の業種内事情に詳しいインフォー

マントからいくつかの個人営集積場について，全てこ

の構図が確認できた。

（注２６） 廃品回収人とは別に�ゴミ拾い�と呼ばれ

る者がいる。彼らは，路上やゴミ箱からペットボトル

や瓶缶，段ボールや新聞の切れ端を拾い集めて廃品集

積場へ運び，現金に変える。移動手段は徒歩や自転車，

小型三輪車で，ほとんど資金がかからない。しかし一

方で，彼らによって回収される廃品は数量がごくわず

かであり，これだけで生計をたてるには不十分である。

ゴミ拾いには，四川省，安徽省出身の老人や女性が多

いといわれ，また廃品回収人をする夫と共に北京に暮

らす河南人女性もいる。本稿中では，ゴミ拾いの人々

は廃品回収人とは区別し，考察の対象としない。

（注２７） 学齢の子供が北京にいる場合，A集積場

内では全ての子供が集積場の向かいにある森林小学校

に通学していた。これは，戸籍の関係から北京の公立

校に通いにくい地方出身者の子供を対象とした民間の

非公式な学校である。�民工子弟学校�，�民工学校�

などと呼ばれるこれらの学校については，山口（２０００），

阿古（２００１）を参照。

（注２８） 中国の地域間労働力移動においては，労働

市場や職業紹介機関が未整備であるため，知人を頼っ

てのチェーン移動が７５％余りを占める。職業紹介所や

政府主導の紹介ルート，企業の公募など公的なルート

を通しての就業者はわずか１３．６％である［趙１９９７，

３２］。

（注２９） 彼らが自らの廃品出荷先を絶対に他人には

紹介しないということと，彼ら自身参入時には第三者

による出荷先の紹介を受けて業務が可能になったこと

とは一見矛盾するかのように考えられる。これは，よ

ほど親しい，あるいは利害の一致した仲間でない限り

は，紹介しないと理解すべきである。なお，この背景

には近年の廃品価格低迷による業種内の不景気も影響

していると思われる。

（注３０） インフォーマントの陳（回収人 No．２８）に

よると，彼の巡回エリアのある街区には，毎週決まっ

た曜日に軽トラックで来て廃品を回収していく回収人

がいる。この回収人は，自ら紙類の区画を経営し，仲

買をしているため，一般の回収人より高い単価で古紙

を買い取る。このような�不公正な�商売をする回収

人は，もし彼が河南人でなかったら，他の回収人に暴

力的に追い出されることになり，商売を続けられなか

っただろうという。しかし実際には彼は河南人なので，

皆手を出さない。

（注３１） 仲買人層では，当初優勢だった河北人が，

後に業種内でどのような位置を占めるようになったの

かは興味深い点であるが，今回十分な調査ができなか

った。河北人仲買人の割合は，それぞれの集積場ごと

に異なると思われる。例えば，個人営の小規模集積場

であれば，実質上の経営者（前述の�二老板�）によ

って仲買人の属性はほぼ決まってくるはずである。そ

うした社会関係要素に影響されないと思われる公営の

大規模集積場については，未だ比較的多くの河北人が

残っていることも予想される。朝陽区姚家園にある公

営の大規模集積場，中興公司姚家園物資回収市場では，

全７５の仲買人への賃貸区画のうち，１３区画の仲買人が

河北人，安徽人２人，福建人２人，山東人１人，残る

５７区画が河南人仲買人による（２００３年１月１１日，中興

公司姚家園市場にて行った筆者による同市場管理人劉

宇氏からのヒアリング）。なお，中興公司市場に隣接

する，同じく集団所有制企業による大規模市場，利源

興達商貿中心保緑源市場では，全７９区画中，河北人仲

買人の区画が５７．８％を占め，河南人仲買人の２０．３％を

上回っている。他に，天津人仲買人１８．８％，安徽人

３．１％の内訳であった（２００１年５月１６日，保緑源市場

にて行った西野真由氏による同市場管理人呼氏からの

ヒアリング）。なお，保緑源市場は１９９８年に開業して
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おり，集団所有制企業の経営する廃品集積場としては

最も初期に開設されたものである。中興公司姚家園市

場での河北人仲買人からのヒアリングによると，河北

人は金属廃材の仲買を行う者が多く，またかつての区

画経営で，工場と仲買人の間を仲介する仲介業者にな

った者が多いとのことであった（２００３年１月１１日，中

興公司姚家園市場にて行った筆者による河北省出身仲

買人からのヒアリング）。金属廃材の仲買は，廃品品

目の中でも利幅が最も大きく，人気の高い品目である。

つまり，河北人は単純に河南人によって仲買人の立場

を奪われ，淘汰されたのではなく，業種内のより有利

な立場を保持していると考えることもできる。

（注３２） 同郷者間に働くこうした原則については，

広州の�散工�と呼ばれる雑多な肉体労働を請け負う

日雇い労働者を研究した周（１９９４）にも言及がある。

同業者間での関係として，同郷出身者同士には正当な

競争を尊重し，過当競争を避ける原則が働いている。

一方，同郷者でなければ，腕力に訴える，他人の商売

を妨害するなどの行為がしばしば見られる。出身地ご

とのなわばりが発生するのもこれが原因である。なお，

廃品回収業において暴力団の存在が指摘されることが

あるが，筆者の調査の範囲では仲買人，回収人の日常

業務の中では暴力団やなわばりの存在は確認されなか

った。それにもかかわらず，河南人によってこの業種

の主要な業務が占められていることは，この同郷ルー

ルである程度説明できると考える。

（注３３） 本節中の�浙江村�に関する記述は，これ

らを参照した。

（注３４）�浙江村�の特殊性は，彼らの故郷である

温州の特殊性に由来する面が大きい。これに関しては

第Ⅰ節第２項において既述した。これと関連して，

�浙江村�をコミュニティとして捉えると，その凝集

性の高さは他の地方出身者集住地域には類を見ないも

のである。さらに，産業としての衣料品産業は，ある

程度資金や技術を必要とするものと考えられ，この点

でも廃品回収業とは異なっている。

（注３５） この分野の研究としては，本稿で参照した

中西（１９９１）の他，佐藤（２００２）にはクリフォード・

ギアツのバザール経済論を参照枠組みとしつつ，中国

農村の定期市を，商人の経営行為の分析を通して構造

的に考察する興味深い研究がある。
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園田茂人２００１．	現代中国の階層変動
中央大学出版部．
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東京大学出版会．
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県のケース・スタディ――
御茶の水書房 ２５９―２８７．

速水佑次郎１９９５．	開発経済学
創文社．

前田比呂子１９９３．�中華人民共和国における	戸口
管

理制度と人口移動�	アジア経済
３４（２）（２月）：２２

―４１．

山口真美２０００．�	民工子弟学校
――上海における	民

工
子女教育問題――�	中国研究月報
５４（９）（９

月）：１―１７．

李天国１９９５．	北京の新疆村――イスラム系コミュニテ

ィの生成過程――
ハーベスト社．

〈中国語文献〉

北京零点調査公司１９９７．�裸人――北京流民的組織化状

況研究――�北京零点調査公司編	観察中国
中国

工商出版社 ２０１―２２０．

北京市商業委員会他２００１．�北京市商業委員会等九部門

印発関与促進和規範北京市社区再生資源回収体系建

設的実施方案的通知�（京商発（交）〔２００１〕３０号）．

北京市外来人口普査弁公室１９９８．	１９９７北京市外来人口

普査資料
中国商業出版社．

蔡�２００１．	中国人口流動方式与途径 １９９０～１９９９年


社会科学文献出版社．

	当代中国
叢書編集部１９９０．	当代中国的供銷合作事

業
中国社会科学出版社．

杜鷹１９９７．�従就業和流動看労働力市場�杜鷹・白南生
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	走出郷村――中国農村労働力流動実証研究――


経済科学出版社 １０７―１２６．

高嘉陵２００１．�人口遷移流動与社会網路分析�蔡�	中

国人口流動方式与途径１９９０～１９９９年
社会科学文

献出版社 １７８―２１６．

国務院１９６３．�国務院批転国家計画委員会，国家経済委

員会等部関与改進廃金属回収管理工作的報告的通

知�，�廃旧有色金属回収管理暫行弁法�（同通知添

付），�廃旧鋼鉄回収管理暫行弁法�（同左）．

彭慶恩１９９６．�関係資本和地位獲得――以北京市建築行

業農民包工頭的個案為例――�	社会学研究
６４（４）

（７月）：５３―６３．

商業部・公安部・国家工商行政管理局１９８５．�	関与城

郷個体商業経営廃旧物資的暫行規定
的通知�．

	生活時報
２０００．１２月２７日．

時憲民１９９２．�北京市個体戸的発展歴程及類別分化�

	中国社会科学
７７（５）（９月）：１９―３８．

孫征２００１．�流動人口的生存方式�蔡�	中国人口流動

方式与途径 １９９０～１９９９年
社会科学文献出版社

２７５―３１９．

唐燦・馮小双２０００．�	河南村
流動農民的分化�	社会

学研究
８８（４）（７月）：７２―８５．

王春光１９９５．	社会流動和社会重構――京城�浙江村�

研究――
浙江人民出版社．

項� ２０００．	跨越辺界的社区――北京�浙江村�的生

活史――
生活・読書・新知三聯書店．

原労働部農村労働力就業与流動研究課題組１９９９．	中国

農村労働力就業与流動研究報告
中国労働出版社．

張仁寿・李紅１９９０．	温州模式研究
中国社会科学出版

社．

趙樹凱 １９９７．	縦横城郷――農民流動的観察与研究

――
中国農業出版社．

中国供銷合作総社史料叢書編集室１９８８．	中国供銷合作

社史料叢書供銷合作社大事記与発展概況
中国財政

経済出版社．

周大鳴１９９４．�広州	外来散工
的調査与分析�	社会

学研究
５２（４）（７月）：４７―５５．

［付記］ 本稿の投稿過程において，２名の匿名レ

フェリーによる多くの重要かつ詳細にわたるご指摘

をいただきました。この場をかりて，感謝申し上げ

ます。

（東京大学大学院総合文化研究科博士課程）
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